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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
北見市連携会議視察報告
　去る６月１５日、私（事務局長）が北見市連携会議に参加してまいりましたので、その報告をします。
１．北見市の連携会議の様子

	拠点校
	連携校

	中央小・光西中
	小学校５校・中学校３校

	中央小・光西中
	小学校６校・中学校３校


北見市連携会議は、昨年までの光西中に加え、今年度から中央小が加配となりました。連携校のイメージは図のようになります。この表をみて「おやっ」と思ったあなたは連携スペシャリストと称していいでしょう。実は北見市では提言テーマによって連携の枠組みを決めているのです。表の上段は「学校徴収金」下段が「個人情報保護」をテーマとしています。テーマに関しては北見市連携会議のHPをご覧になってください。なお、枠組みを決めていると言っても、北見市の基本スタンスは、全ての学校が参加しとりくむということです。枠組みは便宜的なものと考えていいようです。
２．この日の全体協議事項は「『学校間連携だより』について」が大きなテーマでした。北見市の連携会議も４年目を迎えましたが、保護者・地域の意見要望を検証する機会がない、ことが課題となっていました。そこで、「『学校間連携だより』の発行を契機としてとりくみをすすめたいということのようでした。道内で連携会議として共通の地域保護者向けたよりを発行している町村はいくつかありますが、訊けば、実際に発行するには相当の作業量が必要なようです。この日も、発行の目的・意義、内容等広い観点から様々な意見が出されていました。

３．午後の後半からは、グループ別討議です。前述の「枠組み」に分かれて、「学校徴収金」と「個人情報保護」についての検討がおこなわれました。学校徴収金グループは主に未収金の扱いについて、未収金分の教材を公費支出することのよしあしについて、また、個人情報保護グループは、校務用ＰＣ導入に関わる課題についてそれぞれ熱い論議が交わされていました。

４．初めて参加してみた私の印象は、北見市の連携会議の運営が「より多くの人に意見を出してもらい、皆で考えながらすすめていく」という姿勢を大切にしていると感じました。また、事務職員組織と市教委の関係も「対等な議論のできる」関係だなという風に感じます。もっとも、ご承知のように、北見市連携会議HPに教育長が写真入りで挨拶文を掲載しているのですから、当然のことかもしれません。おそらくは、情報の相互交換がI市に比べると段違いに多いのではないだろうかと想像されるのです。
　　　なお、北見でも連携事務局が多くの資料収集とデータ分析を行っていますが、残念ながらHP上で公開されていません。是非公開をして、全道の皆さんに見てもらうことが必要だと思います。

以上大変抽象的ですが、感想程度の紹介でした。この日の議案をそのまま載せることはできないので、議案項目だけ以下に記述し報告に代えます。
第３回北見市学校間連携会議

Ⅰ．経過報告

Ⅱ．報告事項

Ⅲ．協議事項（全体）

　１．『学校間連携だより』について

　　（１）名称

　　（２）発行における趣旨（私たちのおさえ）

　　（３）配付対象者

　　（４）発行の年間計画

　　（５）その他

　２．「ミントの風」（第１号）～（案）～

　３．保護者向けアンケートについて

　４．関係機関との諸確認

　５．ペットボトルのキャップ回収について

　６．グループ別の学校表

Ⅳ．グループ別協議

　１．課題の整理について

　　（１）学校徴収金

　　（２）個人情報保護

　２．取り組むべき課題について

　３．今後の進め方について

　４．『保護者向けアンケート』の検討

Ⅴ．次回の会議日程















３年ぶりくらいに北見に行きましたが、比布から紋別道がつながり、北見方面に行くのに旭川市内を通過しなくてよくなり、大変北見が近くなりました。オール高速道路なら札幌から４時間くらいのものでしょう。そうなると、来年はみんなで北見の連携会議に参加したくなりませんか？





事務局（長）の独断ですすめることの多いI市とは何かが違う！





★この日は市内の事務監査ということで、いつもより参加者が少なかったとのことでした。








